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副首都・大阪実現に向けたこれまでの取組み

2015年に副首都推進本部会議を設置し、2017年に、「副首都ビジョン」を策定
その後、2023年、住民をはじめ多くの人々の共感を得ながら副首都化を進めていくことを目標に、「副首都ビジョン」の改定を行い、副首都・大阪の実現に向け
た取組みを進めてきた

＜経済成⾧に資する取組み＞

平時の日本の成長エンジン 非常時の首都機能のバックアップ

＜危機管理・バックアップ機能向上の取組み＞
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【参考】副首都ビジョンにおける法整備のイメージ
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副首都構想に関する国会の動き

１１．統治機構改革
● 首都の危機管理機能のバックアップ体制を構築し、首都機能分散及び多極分散型経済圏を形成する観点から、
令和７年臨時国会中に、両党による協議体を設置し、首都及び副首都の責務及び機能を整理した上で、早急に検討
を行い、令和８年通常国会で法案を成立させる。

＜連立政権合意書（抜粋）＞
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■第219回国会高市内閣総理大臣所信表明演説（令和７年10月24日閣議決定）
７ 令和の国土強靱化対策
首都の危機管理機能のバックアップ体制を構築し、首都機能分散及び多極分散型経済圏を形成する観点
から、首都及び副首都の責務と機能に関する検討を急ぎます。

■令和７年10月20日 自民党と日本維新の会の連立政権の合意


